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はじめに

現在、:�<>=@?BAC<RQ は、二つの顔を持つ。ひと
つは、?TSVUXW の医療情報ネットワーク接続分科
会であり、もうひとつは ACY[Z 組織としての日
本医療情報ネットワーク協会 \ である。
これには歴史的経緯があり、これらの過程を
説明し、現在の状況を報告するとともに、今後
の計画について述べる。

]
歴史的経緯

インターネットが広がり始めたころ、国が運
営するネットワークとして、̂_?BAC`aSH9 旧文部省
系 D と ?�=cb2dfe�9 旧科技庁系 D があった。当時、旧厚
生省を中心とする医療系が参加できるのは、省
際ネットワーク 9g?�=@b2dhe�i�?Tb0ejd#kj=@lmbnlmo�eFk�pqArdfeTs[tukFv_D
であった。そこで、科学技術振興調整費のプロ
ジェクトとして、平成７年に「省際ネットワー
クを使った医療研究支援アプリケーションの調
査研究」が開始され、医療系専用インターネッ
トをめざし、A>^nYa?�w>Y[x に A>ZyW をおき実験が開
始された。
その後、その研究班のメンバー以外も参加

できるようにと、医療情報ネットワーク相互
接続研究会 9;= G wzi{=@d G lm|#}�~�?Tb0ejdfkFb2dheqdfw>|*�2}�b2�udYakFt.��df|fe*D を立ち上げ、門戸を広げた。ちょうど
そのころ、?TSVUXW が設立され、= G w の研究の部
分は ?TSVUXW N = G w 分科会として活動することと�B�f�8�I�����

分科会 ��� 副査、� 主査���#�g��� ���f�j�����a� �g����������� � �

図 ��i ^¡ejd#¢£� N = G w
なった。科学技術振興調整費の研究終了後も、?TSVUXW の = G w 分科会として ?�=@bndfe へ接続が継
続され、?�=cb2dfe が ^_?BA¤`aS に吸収されたあとも、
継続して A>^nYa?�w>Y[x に A>ZyW をおき、̂_?BAC`aS へ
アップリンクを移し、さらに A¤Y¥Z としての独
自のアップリンクを確保するとともに、いろい
ろなネットワークとの相互接続の実験を開始し
ている。

¦ § ¨ª©
第一期 9�«¤¬ N ��xuD の = G w の活動としては、国

立がんセンターや国立循環器病センターだけで
なく、日本医師会や日本赤十字、宮崎医科大学、
大阪医大、札幌医大、北海道地域ネットワーク
協議会 9�A¤ZIU­SV«>D などの参加をえて、種々の接
続実験を行っていた。とくに、厚生科学研究費
により行っていたスキンバンクのネットワーク
の構築実験では、できるだけ経費や人手をかけ
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図 x_i¥^¡ejd#¢®x N = G w

図 ¯_i¥^°ejdf¢±x N 北海道 = G w
ずに行えるように、フレームリレーとリモート
メンテナンスの実験を行っていた。

¨ § ¨ª© ²
第二期 9g«³��¯ N ��´¡D として、= G wyx と名称を変更

し、9財 D 医療情報システム開発センター 9;=µ` G ?�^ NG WXD にて、?BY·¶_¸ 医療応用検討委員会を設置して
もらい、?BY·¶n¸ の医療への応用に関する調査検
討を行った。その検討結果を踏まえ厚生科学研
究費 9 田中班 D による研究から、?BYa¶_¸$S�tu¢¹t�~mtu� Nlm|#}�~X<¤ºnº2kFdfoFoFl»b2�¼Y�tu~ml»|fp£9 位相空間アドレスポリ
シー D を提案し、国土交通省北海道局の「北海道
広域医療情報ネットワーク実証事業」のなかで、?BY·¶_¸ 位相空間アドレスポリシーに従い ?BY·¶_¸ ア
ドレスの配布を行った。?�=@b2dfe が終了するとと
もに、旧科技庁の ?�=@b2dhe から取得した ?BY·¶_¸ アド
レスを返却し、̂_?BA¤`aS から新たに ?BY·¶_¸ のアド

図 ´2i¥^¡ejd#¢2¯ N = G wyx
レスを ½.´u´ で取得し、再配布を一部行っている。
¾ ¿ PÀ§ ÁaÂ P
第三期として、今までの活動をさらに発展さ

せるために、= G wIx を特定非営利活動法人の
日本医療情報ネットワーク協会 9�:u}�¢®}�bÃ=@dfº2lm|#}�~?TbnÄ�t�kFÅ
}�ejl»tubÆACdheTs t�kFvÆ<¤o�oFt°|#lm}�ejl»tubÇiÈ:�<I=@?BAr<ID と
して再立ち上げし、?TSVUXW の分科会の名前も :�<I= N?BAr< へと変更した。A¤Y¥Z の方には商社の方々に
入っていただき、実験の成果を積極的にビジネ
ス展開をすることを考えてもらい、さらに大手
の企業にも参画頂き医療における高度情報化を
推進することを計画している。
この :�<I=@?BAr< 分科会は、 �uÉ インフラとして
のネットワーク、x°É ネットワークを利用した基
礎医学・臨床医学研究のサポート、 ¯nÉ 医療系
における具体的なアプリケーションとしての電
子カルテが三本柱となっている。 　
インフラネットワークの研究としては次の?BY·¶_¸ 位相空間アドレスポリシーがある。

Ê Á·ËÍÌ$Î
位相空間アドレスポリ

シーの提案 Ï 図 ÐÃÑ
= G wyx 研究会 9 参考文献 � N ��¯0D における経験を

活かし、厚生科学研究および日本学術振興会産
学協力研究委員会 9 インターネット技術第 ��¸u¯ 委
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図 Ò_Éy?BY·¶_¸ 位相空間アドレッシング・ポリシー：位置情報と緊
急性を ?BY アドレスに埋め込む。

員会 DÔÓ での ?BYa¶_¸ 実験のために、文部科学省 9 旧
科技庁 D の省際ネット 9g?�=@b2dhe�D から ACÕÔ<³�¡9�ArdhÖ°eÕ�df¶�d#~Ô<¤�u��kFd#�u}�ejl»tub$�ui下部組織に再配布可能な?BY·¶_¸
}�ºnº2kFdfoFoV×hD を取得した Ø 。
現在のところ再配布可能な最小ネットワーク

アドレスは ��x�Ù�Ú2l»e のうち上位 ´0Ù�Ú2lÛe と言うこと
になっている。しかし、この再配布可能最小単
位の配布先組織の大きさは定められておらず、
一個人でもよい。しかし、一個人で、６万５千
ものサブネットを持ち、それぞれに４３億ｘ４
３億もの端末を接続する事などあり得ない。本
当にこんな贅沢な配り方でよいのだろうか。そ
れなりのポリシーがあって行うのならともかく、
余りにもポリシーがなさ過ぎる。そこで、我 は々
大胆にも、これを一個人ではなく全国を８つの
地域に分け配布することを計画した。すなわち、A¤Õ�<³� として１６個の再配布可能なネットワー
Ü �#�g��� ���f�j�����a� � �;Ý;Þ � ��ß �à �yá�â

の
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アドレス 　ç�èhè.éh��ç*ê#ë��Èé�èhè��jêfêì
現在では省際ネットの廃止にともない、 í ����îåï の��ã±ä�æ
のアドレスに移行している。

クアドレスがあるので、全国を８つの地域にわ
けて、それぞれ二重化し、医療系インターネッ
トの実験を計画した。この方式を我々は ?BY·¶n¸S�tu¢åtu~mtu��lm|�}�~X<¤º2º2k�d#o�oFlmbn�¼Y8tu~»lm|hpÇ9�?BY·¶n¸ 位相空間
アドレスシング・ポリシー D と名付け ?Tb¡eFd#k�b2dfeð d#dfvnx�ñuñ0x 期間中に横浜で開催された :uY�AC?�W ò のZ>¢åd#bqY8t�~mlm|hpz=@d#dhejlmbn� で発表 9 平成１４年１２月
１６日 D した 9 参考文献 ´¡ÒuDVó 。 ?BYa¶_¸ のアドレス
に位置情報を埋め込むことにしたのである。す
なわち、全国を８地区 9 北海道地区、東北地区、
関東地区、中部地区、近畿地区、中四国地区、
九州地区、沖縄地区 D にわけ、ネットのアドレス
のある部分を見ただけで地域がわかる。それは
電話の市外局番で、ñn�u� と言えば北海道、ñu¯ と
言えば東京、ñ�¸ と言えば大阪というように、番
号に位置情報が埋め込まれているのと同じよう
に、ネットワークアドレスの上位 ¸�Ú0p°eFd09�´0Ù�Ú2lÛe�D
の下 ´uÚnl»e を見れば、どの地域かがわかる。例え
ばそこが ñ の場合は北海道、x の場合は関東、́ô �#�g��� ���f�j�����a� ��� Þ � �fõ0� � �ö��#�g��� ���f�j�È� � ß Ý ��ß � �£ß�ß�÷u� � � � ��Ý;øhùhÝ ���r��ú ��ø ú��h�»� �hú ��û���Ý;ø�ù �{õ�ü � é
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図 ¸nÉ·?BY·¶_¸ 位相空間アドレッシング・ポリシーの北海道への適用
の場合は近畿と言った具合である。また、このS�tu¢¹t�~mtu��p£9位相空間 D という発想のなかには、単
に位置情報を埋め込むだけでなく、違う次元の
パラメータを埋め込みたいと言う気持ちがある。
すなわち、位置情報だけでなく、緊急性をアド
レスに表現しようと言う物である。A¤Õ�<z� とし
て取得したアドレスの ½�´u´ の次の Ú2l»e 、́0Ò�Ú2l»e 目
に緊急性を表現する。 ´¡Ò.Ú2l»e 目が０なら普通の
ネットワークで、 � である場合には、救急車が
サイレンを鳴らして走るのと同じように、ý>t¡^
を確保しようというものである。
この位置情報を ?BY·¶_¸þ<¤º2º2k�d#o�o に埋め込むこ

との利点は、違うプロバイダー同士で同じ <Cº Nº2k�d#oFo�lmb2�qY�tu~ml»|fp によりアドレスを配布しておく
と、このネットのアドレスを見ただけで、どの
地域とやりとりするのかがわかる。普通、同じ
地域でも、違うプロバイダを採用して居る場合、
ほとんどの場合、東京でしか相互接続されてい
ない。これはわずか５０ Å しか離れていない組
織でインターネット通信を行う場合でも、それ
ぞれが違うプロバイダーを採用していると、東

京を通るということになり、この現象は地方で
あればあるほど悲惨なことになる。
しかし、各地域にプロバイダー同士が相互接
続する ?�wq9�?Tb¡eFd#k�b2dfeÿdhw>|*�®}�bn�ud�D があれば解決す
るようにみえるが、このためにはかなり複雑な
ことをしなければならない。すなわち、目的地
の ?BY アドレスをみただけでは、どのプロバイ
ダーかはわかっても、どこの地域かはわからな
いのである。そこで、?BY·¶_¸ のネットワークアド
レスに地理的な位置情報を埋め込んでおくと、
アドレスをみただけで、どの地域にあるかわか
るので、地域 ?�w が存在する場合はそちらを通
る 9図 �uD 。そうすると中央の ?�w に負荷をかける
ことなく近道ができるはずである。また、地域?�w が無い場合でも、従来のインターネットのよ
うに東京の ?�w を通るだけで、現在より、より悪
くなるとは思えない。非常に、大胆な、?BY·¶n¸ 位
相空間アドレッシングポリシーではあるが、こ
んな大胆なことができるのも ?BY·¶n¸ のアドレス
空間が広いからである。現在、プロバイダー間
で統一した再配布のポリシーがなく ?BY·¶_¸ アド

´



図 �_Éa?BY·¶_¸
S�tu¢åtu~mtu��lm|�}�~¹<Cº2º2kFdfoFoCY8tu~»lm|hp による ?�w 形成の促進
レスが配布されているが、このポリシーに従え
ばハッピーになるということになれば、また、
これにかわる優位なアドレッシングポリシーが
なければ、これに従ってもネガティブな面はな
いと考える。
インターネットは理論だけでなく実運用され

てはじめて使えるものになるので、:�<>=@?�=@< を
中心にして、このアドレス体系で実験を開始す
ることにした。そこで、旧 = G wIx 研究会、日本
学術振興会産学協力研究委員会インターネット
技術第 ��¸u¯ 委員会 9g?TSVU�W N = G w 分科会 D 、日本
医療情報学会 = G w 課題研究会、厚生科学研究 �
田中班、秋山班、辰巳班、山本班 � 、北海道地域ネ
ットワーク協議会 9gA>ZIU­SV«>D�� 及び、国土交通省
北海道局の十勝広域医療情報ネットワークプロ
ジェクトにてこの ?BY·¶n¸³S8tu¢åtu~»tu�ulm|#}�~2<Cº2º2kFdfoFo�lmb2�Y8t�~mlm|hp を採用して実験を開始した。

� �#�g��� ���f�j�����a� � øhÝ���� � �hõ¡� � �

�
基礎医学研究から臨床応用

� 戦略的防衛医療構想�
われわれは安定したインターネット環境の上

で健康を維持・管理できるように、戦略的に計
画をたて、実行している。長寿社会世界一の日
本において、今までと同じやり方をしていたの
では、これ以上の健康を手に入れることは非常
に困難である。現状の分析・調査に基づき、最
先端の ?TS 機器をフル利活用し、よりよい健康
を獲得することができないか検討してきた。
すなわちこれからの問題は、高齢化とともに

その裏に隠れているのは生活習慣病である。こ
の病気の手ごわいのは今すぐ死ぬわけでも、痛
みがあるわけではない。何年も、何十年もたっ
て、取り返しのつかない状態になるのである。
わかっているけれどなかなかやめられない悪習
慣をどのようにしてやめるかをいろいろ調査研
究して、実証実験などを行ってきた。そこで、?TS をフル利活用し、人間の行動理論とをカップ
リングさせると可能ではないかと考えるように
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図 Ù_É ユビキタスネットワークを生かしたホームヘルスケアの概
要 9 第 ��� 回日本エム・イー学会秋季大会から引用 i医療福祉機器
研究所のグループ発表 D

なってきた。
小学校のころは健康手帳をつけていたのに、

成人になるとだれもつけない。それは、毎日つ
けることは価値があると分かっていても、手間
なのでだれも実行しようとしない。しかし、こ
れが手軽に、究極的には、自動的にできるので
あれば可能である。また、タイムリーに情報が
くることにより、継続が可能になる。
そこで、我々は医療福祉機器研究所のグルー

プと共同研究をはじめ、生体情報を正確にかつ
コンスタントに手間をかけずに収集するシステ
ムを開発し、それを使った健康サービス産業が
創造できるかチャレンジを始めた（図 Ù ）。また、
これら関連機器とユビキタスネットワーク、携
帯電話などを組み合わせネットワークダイエッ
トマラソンを企画し 9 図 ¬0D 、部分的に実験を開
始している。
紙面の都合で、我々が構想を練っている戦略

的防衛医療構想の全貌を説明することはできな
かったが、興味をもたれたかたは :�<I=@?BAr< 分科

会あるいは日本医療情報ネットワーク協会にお
問い合わせいただき、我々の活動に参加いただ
けると幸いである。

	
おわりに

すでに、一部のプロバイダが ?BY·¶n¸ サービスを
始めており、

ð lmbnº2t�sVo�w>Y は、G Zy^ 窓で、lm¢0¶_¸l»b2o�ej}�~m~ とすればすぐ ?BY·¶_¸ 対応になるし、=@}�|�Zy^w では最初から ?BY·¶_¸ 対応である。このように実
際にすでにいろいろと動きがあるのに、爆発的
に広まらないのは、それなりの理由があるから
である。しかし、?BY·¶_¸ の将来を考えると、?BY が
不要となる可能性は極めて小さい。ただ、?BYa¶
�
や ?BY·¶_Ù が出てくる可能性はあるが、それらも、
突然、出現することはない。物事とというのは、
突然あることが起きているように思えるが、実
際には連続性をもち、起きるだけの必然性が必
ずある。 ?BY·¶
� や ?BY·¶_Ù が出てくるにしても、

¸



図 ¬nÉ ねっとま：インターネットダイエットマラソンのスキーム
?BY·¶_¸ の反省点をふまえ改善された物としてでて
くるので、まず、?BYa¶_¸ を徹底的に使う必要があ
る。言えることは ?BYa¶_¸ の利点が想像を絶する
ほど物凄く、例えばアドレスの豊富さにしても
理解を超えた天文学的な数字となっているため
に、なかなか実感できない。そこで、発想の転換
を行い、豊富にあるアドレスを活かし、大胆に
も日本全体のアドレス体系としての ?BYa¶_¸IS�tu¢¹t N~mt��ulm|#}�~�<Cº2º2kFdfoFo�lmb2�¤Y8tu~»lm|fp を考え出した。これが
机上の空論にならないように、実際に日本医療
情報ネットワーク協会 9�:�<I=@?BAr<ID 及び北海道地
域ネットワーク協議会 9�A¤ZIU­SV«>D 、国土交通省
北海道局プロジェクト、厚生科学研究班、日本学
術振興会産学協力研究委員会インターネット技
術第 ��¸u¯ 委員会 9g?TSVUXW N = G w 分科会 D 、日本医療
情報学会 = G w 課題研究会にて ?BYa¶_¸µS�tu¢åtu~mt��ul N|�}�~n<¤ºnº2kFdfoFoFl»b2�³Y8tu~»lm|fp を運用し、さらに、?TSVUXW
研究会や :uY�AC?�WR?BY·¶_¸$Z>¢¹dfb®Y8tu~»lm|hp =@d#dhejl»b2�±9 参
考文献 ´¡ÒuD にて発表したのをきっかけに、多く
の人 の々知恵を借り意見を伺い改善を重ね、我々
が練っている戦略的防衛医療構想による医療ル

ネサンスへとつなげたい。

謝辞

ここで紹介した活動の一部は，A>ZIU­SV« な
どとの共同研究で、国土交通省北海道局のプロ
ジェクト、厚生科学研究費の成果を利用してい
る。?BY·¶n¸ のインターネットアクセス 9g?BY·¶_¸ アド
レス D は、?TSVUXW N = G w 9;:�<I=c?BAC<ID 分科会として
文部科学省から ^°?BA¤`aS の ?BYa¶_¸ アドレスを利用
させていただいている。また、=µ` G ?�^ N G W の
医療系における ?BY·¶_¸ 応用検討委員会の成果を
一部利用している。ここに記して謝意を表す。

参考文献
�
���
河合修吾、辰巳治之、阿部 清秀 � 将来の医療系
ネットワークを視野に入れた ��� �Ç����� �����
の実証実験 ���Ô����
! " $#&%('*)�+,�.-/�0� �£�1� � '324 *��5
'* "27698;:=<>��+�%@?A:CBED.D9F�� � 5��.� � � D.D.D��j� � 6&6;� �$G �.�H5��I.D��.�

� � � 河合修吾 � 辰巳治之 � 阿部清秀 � 秋山昌範 �
��� �Ç���0� ����� における運用実験についての

�



報告と将来の医療系ネットワーク「
� �KJ*I の運

用実験」 � 第 � D 回医療情報学連合大会 論文集
I G 5LI#�Æ� � D.D.D��

�MGH�
辰巳治之 � 野川裕記 � 青木文夫 � 中村正弘 � 中橋
　望 � 明石浩史医学・医療のネットワーク化の現
状と将来 F������>���N $�0% 
*	.OP%@'Q24 *��'* "2/ "��
��¡	.'*). f�
プロジェクトのために � 第 � D 回医療情報学連
合大会 論文集 ��RS5��.T
� � D.D.D��

� � � 辰巳治之 � 野川裕記 � 青木文夫 � 中村正弘 � 中橋
　望 � 明石浩史 � 次世代インターネットと医療
バーチャルプライベートネットワーク � 第 � D 回
医療情報学連合大会 論文集

G IH5 G DÃ� � D.D.D��
� � � 河合修吾 � 辰巳治之 � 秋山昌範 � 田中博 � � <°���U5V  �
!2 � 地域 � � 構想のまとめ W ネットワーク相互
接続 �X�Ô���u
! " $#&%@'*)�+��.-Y��� �Ç��� � '324 *��'& "2Z698;:P5
<>��+�%@?&: �������u�n�3TH5�� G � � 6&6;� �$G �.�H5g��I.D��.�

� I � 辰巳治之 � 特集 　ネットワーク最前線：巻頭言
医療とコンピュータ 　[\��O � �Z�1�=D9F � ， ������� � �

� R � 辰巳治之 � 明石浩史、宮司正道、青木文夫、水
島洋、田中博 � 新生 ����� プロジェクト F �������
と �����X� について 医療とコンピュータ 　[\��O� �=�]�^D9F8�H5 � � ， ������� � �

� T � 辰巳治之 � 野川裕記 � 中村正弘 � マルチメディア
による医学・医療系における相対的情報弱者救
済の試み �AF相対的情報弱者の形而上学的諸問題
を解剖する � 信学技報 6;_ � D.TH5��#�`RS5 � �0� � D.D.T��

� D � 野川裕記、辰巳治之 � その他 � マルチホーム環境
の有効利用 � 信学技報 � �0D.TH5LD#� ��a D.TH5 G I0� � D.D.TH5� �.� G RS5��.�0� � D.D.T��

�
� � � 野川裕記、辰巳治之、その他 � a �Q6 解決の一手
法 �>�����u
! " $#&%@'*)�+b�.-c��� �Ç��� � 'Q24 *��'* "27698;:=<>�U5
+�%@?A:/BED.TdF G IH5����¡� � D.D.T��j� � 6A6;� �$G �.�H5g��I.D��.�

�
�.���
野川裕記 � 青木文夫 � 中村正弘 � 辰巳治之 � 医学・
医療に必要なマルチホーム環境の構築：安定化
と
a �Q6 の向上の為に � 第 � D 回医療情報学連合

大会 論文集 �.DH5LI��
� � D.D.D��
�
� � � 野川裕記 � 辰巳治之 � 小林悟史 � 大石憲且 � 河合

修吾 � 秋葉澄伸 � 次世代インターネットに必要
な安定ネットワークの可能性W アプリケーショ
ンレーヤから、その下層での実現 � 医療とコン
ピュータ [\��O � �;Fe�1� � �;F G 5LT � � D.D.D��

�
�$GH� �]�.)�	$f·	 � � � 	U2�+�?&:g% � �9 "2B
U� � ��'*h&)�?0��	U2�%@��'&+K�.-
2B�* � '324 *�i'* "2N69 *��J. *�jf1%@2B� ��?&Ok2�%
5 � ��:= mlc'3J;%
5����'&:g $'32n-o���Xl\5p:y	.%@O � �.qA?&+�2�'* $+�+"� � D.D.D � '324 *��'& "2

r ����s;+B�*�.< � � ltlcl � 	U2B	.Ok�.)u�b?&:vq> *�wlt� G T����� � 6;xY�L�y5zRUT�� G 5��.D����H5LD��b<
I � 5LI.T � D.D.D9�
�
� � � 大川洋平、辰巳治之 � 医療ネットワーク研究

会 �{6 ��| ��lt�V� のホームページ � 医学のあゆみ� RUD9F�� � RS5��.� G � � D.D.I��
�
� � � 大川洋平 � 中村正弘 � 辰巳治之 � 山本隆一 � 中川

晋一 � 木村美恵子 � 石川光一 � 水島洋 � 桜井恒太
郎 � 村瀬澄夫 � 坂本憲広 � 八幡勝也 � 市橋卓司 �
齊藤具子 � 岡田昌史 � 新田賢治 � 秋山昌範 � 伏木
雅人 � 岡本克実 � 梶原賢一郎 � 縄嘉津紀 � 羽柴正
夫 � 三谷和史 � 医学系ネットニュースグループ
「 }3�8��lt� 」� 第 � � 回医療情報学連合大会 論文
集 R �$G 5zR � � � � D.D����

�
� I � 大川洋平 � 山本隆一 � 水島洋 � 木内貴弘 � 辰巳治
之 � 石川公一 � 内山 映子 � 医学系ネットニュー
スグループ「 }��­�Nlc� 」の一年のあゆみ � 第 � I
回医療情報学連合大会 論文集 �3D��y5��3D � � � D.D.I��

�
� R � 大川洋平 � 中村正弘 � 辰巳治之 � 三谷和史 � 病
原性大腸菌 �1W � ��R 感染症に対する医療ネット
ワーク研究会 F V <A:= $# とメールリンカによる
情報の一元化及びミラーによる負荷分散 �;�Ô���U5
! " $#&%@'&)�+��.-\�0� �£�1�L� 'Q24 *��'* "2b698;:=<>��+�%@?A:~BED�R� � D.D�R��1�K< � �H5 � �9��� � 6&6*� �$G �.�H5g��I.D��.�

�
� T � 辰巳治之 � 阿部 清秀 � 村上 弦 � 松本 佳隆 � 中村
正弘 � 野川 裕記 � 皮膚移植のための 69s;%@'&x·	.'*s
ネットワークの構築 � 第 � R 回医療情報学連合大
会 論文集 I��.IH5LI���RÃ� � D.D�R��

�
� D � �]�.)�	$f·	 � � � 	U2�+�?&:g% � �e�[	Us�	.:Z?0��	@�c�c�r	U24�
6n� � 	Us#	U�.s;%H�w��_]'�_]<&<AO@%Û
*	U2�%k��'u�.- 	.'�lt'A#;5� +4 *� � ��:=<�?*2�%@'*)�lt'QJ9% ����'&:= $'Q2`-o���j2B�& m[b%(+�%
5
qAOk � ?&:H	.'u�Ô��� V  �
!2"�0�7�n�����Q�3���n���j���S���X������X��� �����y�9�S�Q���j�7�
�¡ L�Q�y�9�n���_�&�Ô���u
! " $#&%@'&)�+
<&<¢�ED.DSW � ���u�Ç� � D.T.T��i�

� ��� � � 	U2�+�?&:g% � � � �*��:y	.+ | � | %(O@O¤�c��_[
�s. *��:y	.'�£}*�
[0%@+�%kqAO@ � ?&:H	.'7_b'¡	U24��:g% 
*	.O � �U5pOÛ	Uq
����	U24����8.�y_Y2� �* r ����s9+��*�.<¢F¤x­��%@#*)�%('*)m2B�* | 	U<¥-»����:¦�1 "2§5
fe����s �  �
��&'*��Ok�.).8�24�¨_1<&<�O@% 
*	U2�%k��'&+$�0_b?*) � �y5�.� � � D.D.D��u�b_06;_ _b:= $+ �  $+� �	���
�� �  $'324 *�S��Q2424<¢F �.� f�f�f��¤'¡�� $'��¤'¡	.+B	;�M).�HJ � fe����s;+B�*�.<¡�*� �Q2�:gO

� � ��� � 	U2�+�?&:g% � � | %@O@O¥�w�t�b©¹�j5z60� � [0%@+�%@qAOk � ?;5
:y	.' � ��	.'&+§5p�Ç	�
"%kh°
e�b $:=��'&+42T��	U2�%@��'��U} � 6 � 6;_b���%@O@Ok $'&'A%@?&: r ����s;+B�*�.<±�*�V	.?°	.%�� � 	$f·	.%@%��]�SJ`TH5� ��� � D.D.D9�

� ��� � _]�.s9%7ª8� � 	.+42�?&:g% � �b�1�.)�	Sf­	 � �]_]s#	.+B�A% � �
� 	Us#	��¡	.+��&%Q�C� | ?*�1�¤�U_«�Ç	���	.O@Ok $OQ_1<&<°����	�
��Z-����

Ù



[ � � � :y	U). P[b%@ "fc *�$��¬!­C�¢®A¯A¯�¯®�¢�Ô����
! " $#&%('*)�+
��' �N $#&% 
*	.On6; $+�+�%k��';5 � �*<&<¢������DH5�� � �0�����������.�i�

� � GH� _]�.s9%�ª­� � 	U2�+�?&:°% � �±�]�.)�	$f·	 � �±_]s#	.+��&%� �c� 	Us#	��¡	.+��&%��7�c�0%@+42T��%@qA?*24 $#��Ô����
! $+�+�%@'*),-����
©å	���). �N $#&% 
*	.O � :y	U). ²� 	U2B	Uq_	.+4 .��³¢´dµ¨¬$�
´`�n� �n� �Xµ¨�Q�Q�H�¶�¡·N®A¯A¯�¯®�Q�����u
! " $#&%@'*)�+¸<&<¡���.TSW�.D��£���������.�i���¹}�	U<_	.'* $+4 f�

� �#� � _]�.s9%Zª­�]�]�.)�	$f·	 � � � 	U2�+�?&:°% � �b_]s#	.+��&% � �
� 	Us#	��¡	.+��&%��C� | ?*�«�¤�¥� 	U $#°	 � ���0%@+42T��%@qA?*2§5
 $# � ��:=<�?*2�%@'*)P_1<A<¡����	�
��`-���� � %k)�� �  $+4��O@?&2�%k��'�N $#&% 
*	.O � :y	U). $+$�dº9»*�H�¼­��A�U�o�½�7� �w¾¸� �S�Q�
�7�
�¡·��H�9�$�¿®A¯A¯A¯±�Z�����u
! " $#&%@'*)�+���'À6;�.-o2Lf­	��� .F� �* "����8z	.'&#N�Ô��	�
!2�% 
! ��A<&<¢�EI �.� W9I � T������������.�i�

� ��� � 佐々木俊輔 � 山口洋志 � 塚原絋平 � 桂守弘 � 吉田
有法 � 上村亮介 � 西条裕正 � 山上実紀 � 青木文夫 �
中村正弘 � 野川裕記 � 辰巳治之． [ � � ��[b%@+�%kqAOk � ?&:y	.'`�Ô��� V  �
!2�� データをオブジェクトモデル
化するための [0%@+�%kq�Ok � ?&:y	.'=_b'¡	U24��:g% 
*	.O � ��O
5
O 	Uq>����	U24����8 の構築とその応用 � 第 ��� 回医療情報
学会論文集： ���.IH5�����R ， ���������.�

� �.I � 辰巳 治之，村上弦 � 野川裕記，青木文生，中村
正弘 � 明石浩史，中橋望 � 情報 | R の日米共同実
験による _]'°	U24��:g% 
*	.O � �U5pO 	Uq>����	U24����8.�*������
! " $#*5
%@'*)�+N�.-°��� �Ç��� � 'Q24 *��'* "2m698;:=<>��+�%@?&: �������u��#�U5LI G � � 6&6*� �$G �.�H5g���#�QR��

� ��R � 野川裕記，宮司正道 � 明石浩史 � 小林悟史 � 青
木文夫 � 辰巳治之．実験衛星回線を用いた x | 5
�Ô�°�¶xe����#& *� | 	U24 "f·	$8;�Ô���.24�u
!��O�J. *��+�%@��'H��� による
経路制御の実際 � 第 ��� 回医療情報学会論文集：
T G IH5LT G R ， ������� ．

� �.T � 辰巳治之 � 中村正弘 � 青木文夫 � 中橋 　望 � 明石
浩史 � 宮司正道 � 　医系におけるインターネッ
ト利用とその基盤構築 � 　システム � 制御 � 情報
　���jF­���#�U5��.I�� ， ���������.�

� �.D � 辰巳治之 � 中村正弘 � 青木文夫 � 明石浩史 � 宮司
正道 � 中橋 　望 � 　医学インターネットのゆく
え � 　医療とコンピュータ 　� �7F � TH5��.I ，������� � �

�MG � � 明石 浩史，秋葉英成 � 野川裕記，青木文生，中
橋望，今井浩三 � 晴山雅人 � 辰巳治之 � 北海道広
域医療情報ネットワークの実験 �\�Ô����
! " $#&%('*)�+
�.-��0� �£�1� � 'Q24 *��'* "2Z698;:=<>��+�%@?A:!�������u���#�U5LI G� � 6&6;� �$G �.�H5g��I.D��.�

�MG;���
明石浩史、中橋望，宮司正道、秋葉英成、野川
裕記青木文夫，今井浩三，晴山雅人、辰巳治
之．地域

� � と � �t+4 �
 を利用した北海道広域医
療ネットワークの可能性 � 第 ��� 回医療情報学会
論文集： T � �H5LT �$G ， ���������.�

�MG � � _]s#	.+B�A% � 、� 	Us#	��°	.+B�&%>�r�&_]�.s;%�ª8� | ��?&#*). r�c�
� 	Us#	.:Z?0��	O�ÿ�Z���.q°	S8�	.+B�&%/6n�7� 	Us#	S8�	.:y	 �c�
�b%@+B�&%ks�	U). ,�I� � :H	.%��I� � 	��� "8�	.:H	&�c� � 	U2�+�?*5
:g% � �1�b "J. $Ok�.<A:= $'Q2
	.'A# � :g<AOk $:= $'Q2B	U2�%k��'¥�.-	.'ÁlKÂ9<> *��%(:= $'32B	.Oq�N $#&% 
*	.ON�1 "2Lfc����sÃ6989+�24 $:
%@' � �.s9s#	.%@#&�0� � 	Us;%@'*)±_b#*J�	.'32B	U). ��.-=2B�* �  !5
+�?&O@2�+��.-Ä� | � �Ô��� V  �
!2"� � 'Q24 *��'¡	U2�%k��'¡	.O r ����s35
+B�*�.<Å��'Å�] !Â;2 |  $'& *��	U2�%k��' � 'Q24 *��'* "2 	.'&#Æ%@2�+
_]<&<AO@% 
*	U2�%@��'&+7xY%k�U5��N $#&% 
*	.O1_1<&<�O@% 
*	U2�%k��'&+$�n�Ô�� !5
�Ô����
! " $#&%('*)�+0F � DH5������®����� � �

�MG.GH�
明石 浩史 � 中橋 望 � 青木 文夫 � 宮司 正道 � 中
村正弘 � 山口徳蔵 � 河合修吾 � 小林悟史 � 西陰研
治 � 中山 正志 � 櫻井恒太郎 � 吉田 晃敏 � 辰巳 治
之 � 平見康彦 � 山田賢 � 北海道広域医療情報高速
ネットワークの構築 ���Ô���u
! " $#&%@'*)�+��.-X��� �Ç���� '324 *��'& "2Y698;:=<>��+�%@?&: ����� � � � DH5�� G ������� � � � � 6A6Q5
� �$G �.�H5g���#�QR��

�MG � � 辰巳 治之 � 次世代医療系ネットワークに必要
な基礎技術への期待 � 医療とコンピュータ [\��O� �;Ft�]� � �;F­� � � D.D.D��

�MG � � 記事「 � �tJ;I 」ノススメ �A%@' 日経コミュニケー
ション � 東京 � 日経 xY� 社 �¡� 月 � R 日号 �t< � � G 5� ���¡� � D.D.D��

�MG I � 辰巳 治之，野川裕記，秋山 昌範 � 田中 博 � 水
島洋 � 次世代インターネットプロトコル：� �KJ*I
と医療系への応用 � インナービジョン � � 巻 R
号 F � �U5 � Rq���������.�

�MG R � 小林 悟史 �n��� �Ç��� Iyq
��'& � D.D.DH5�������� 運用実
験報告 �e��� �Ç���Í� 'Q24 *��'* "2j6989:g<
��+�%@?&: �������u�G TH5�� G ���������.�

�MG T � 表雅仁 � 宮司正道 � 明石浩史 � 水島洋 � 秋山昌
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� �.� � 青木 文夫 � 辰巳 治之 � 明石 浩史 � 宮司 正道 �
豊田 実 � 佐々木 泰史 � 西森 博幸 � 時野 隆至 �
ネットワーク対応のポストゲノムアプリケー
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� � GH� 青木文夫 � 辰巳治之 � 明石浩史 � 宮司正道 � 豊田
実 � 佐々木泰史 � 西森博幸 � 時野隆至 � ポストゲ
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豊田実佐々木泰史 　西森博幸 　時野隆至 　伊
東文生 　今井浩三 � 情報システムのポストゲノ
ムプロジェクトへの応用 � 新医療 �.�

月号 FEI#�U5
I.D0������� � �

� �.� � 辰巳治之、戸倉 　一 � 「 lt'&# � +� *� 、地域
ネットワーク、医療系からのニーズによる� �KJ*I � �.<
��O@�.)�% 
*	.O�_b#&#0�� $+�+�%@'*) �X��O@% 
!8 の提
案」　�Q2424<¢F �.� f�f�f��¤'A% 
U� 	.#�� V < ��V 	 � :H	U24 *��% 	.O@+ � %@<*5
?&+4 *�i+ � ������� � � � %k<*5p?&+� *��+§5p%@'&#& !ÂQ5��������9� �Q2�:gO������� � � � � � I � '324 *��'& "2 r  " "sq�������°}��c� �B� � �KJ*I
�b<> $'/�X��O@% 
!8 �j " "2�%('*)°%@' 横浜パシフィコ �

��ñ


